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平
成
25
年
1
月
18
日
（
金
）、
山
形
県
の
寒
河

江
市
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
、
山
形
県
、
寒
河

江
市
及
び
当
協
会
主
催
の
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
3
0
0
名
の
参
加
者

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
冒
頭
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
森
谷

俊
雄
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
、
当
協
会
理

事
長
大
竹
邦
実
が
開
会
の
挨
拶
を
し
、
続
い
て
、

東
北
福
祉
大
学
の
小
松
洋
吉
教
授
に
よ
る
講
演
、

宮
城
県
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
伊
藤
勝
弘
災

害
復
興
支
援
対
策
課
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
松
教
授
に
は
「
減
災
へ
の
取
り
組
み
か
ら
多

様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、ま
た
そ
の
活
動
の
心
得
、

そ
し
て
地
域
活
動
の
視
点
」
を
中
心
に
お
話
い
た

だ
き
、
伊
藤
課
長
に
は
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
被
害
の
概
況
、
被
災
地
で

の
対
応
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
実
際
の
写

真
等
を
使
い
な
が
ら
具
体
的
事
例
を
交
え
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

東
北
福
祉
大
学
教
授　

小
松 

洋
吉
氏

●
歴
史
の
転
換
点
を
生
き
る

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、生
き
方
、生
活
の
仕
方
、

考
え
方
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、
或
い

は
揺
ら
い
だ
り
し
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る

時
期
で
は
な
い
か
。

●
防
災
か
ら
減
災
へ

「
減
災
ミ
ッ
ク
ス
論
」
と
は
、
自
己
の
備
え
（
自

助
）、
地
域
で
の
助
け
合
い
（
共
助
）、
国
・
市
町

村
の
支
援
（
公
助
）
が
互
い
に
う
ま
く
機
能
し
、

備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
。

住
民
の
交
流
を
深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
す
る
こ
と
で
減
災
に
つ
な
が
る
。

●
自
分
の
命
は
自
分
で
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で

自
分
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け
自
分
で
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
（
自
助
）。
例
と
し
て
は
、
情
報
を
得

る
、
避
難
口
の
確
保
等
。

ま
た
、
共
助
の
例
と
し
て
は
、
普
段
か
ら
の
近

所
付
き
合
い
を
行
う
（
声
か
け
、
見
守
り
、
信
頼

関
係
）、
防
災
訓
練
を
行
う
、
防
災
組
織
の
充
実
・

機
能
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
る
。

●
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
す
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
、
①
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
、
②
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
確
保
、
③
ニ
ー
ズ
の
把
握

と
そ
の
シ
ス
テ
ム
、
④
受
け
入
れ
る
と
い
う
「
受
援

力
」、
⑤
異
な
る
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
、
⑥

専
門
力
（
医
療
、
情
報
処
理
技
術
等
）。

●
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
多
様
で
、
①
心
に
寄
り

添
う
（
共
感
）、②
自
分
の
知
識
技
術
を
い
か
す
（
シ

ニ
ア
は
経
験
、
知
識
、
知
恵
が
豊
富
）、
③
で
き
る

こ
と
を
で
き
る
だ
け
す
る
、
④
継
続
す
る
、
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

活
動
例
と
し
て
は
、
心
の
ケ
ア
、
各
種
相
談
等

が
あ
る
。

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

山形県

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る

小松 洋吉（こまつ ようきち）
東北福祉大学教授

東京大学文部教官を経て、現在、東北福祉大
学・大学院教授、東北学院大学非常勤講師を
務める。その他、宮城県防災教育指針作成協
議会委員、宮城県共同募金会常務理事、仙台
市社会福祉協議会副会長、仙台市災害時要援
護者支援プラン検討会議委員長など。

講
演
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●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
得

・
目
的
…
少
し
ず
つ
被
災
者
自
身
が
行
え
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。

・
合
言
葉
…
「
あ
た
た
か
な
心
と
冷
静
な
頭
」

・
活
動
に
際
し
て
…
「
被
災
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
気
持
ち
を
考
え
て
言
動
す
る
」「
金
品
の
授
受

は
絶
対
に
し
な
い
」
等
。

●
地
域
の
減
災
活
動
と
そ
の
視
点

地
域
で
減
災
活
動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
①

「
守
る
」
…
生
命
、
文
化
、
生
活
、
財
産
、
②
「
学

ぶ
」
…
安
全
、
安
心
、
生
命
、
③
「
育
む
」
…
人

間
力
、
生
活
力
、
市
民
力
を
育
む
、
④
「
つ
く
る
」

…
地
域
力
、
自
分
力
、
の
4
つ
の
基
本
視
点
が
大

切
で
あ
る
。

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
復
興
支
援
対
策
課
長　

伊
藤 

勝
弘
氏

●
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
石
巻
市
の
被
害
概
況

・
地
震
…
平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分

頃
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
、
震
度
6
弱
か

ら
6
強

・
津
波
…
午
後
3
時
26
分
、
高
さ
8
・
6
m
以
上

・
石
巻
市
の
被
害
状
況
…
死
者
：
3
4
4
5
名
、

行
方
不
明
者
：
4
9
3
名
、
石
巻
市
の
面
積

（
5
5
6

k㎡
）
に
対
し
て
浸
水
面
積
（
73 

k㎡
）、

浸
水
割
合
：
13
・
13
％
、
被
災
住
家
合
計
：
5

万
3
7
4
2
棟
、
災
害
瓦
礫
：
6
1
6
万
3
千

ト
ン
と
推
定（
市
の
ゴ
ミ
の
1
0
6
年
分
に
相
当
）。

●
石
巻
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

・
取
り
組
み
の
経
過
…
毎
年
、
補
助
金
を
受
け
、

災
害
の
研
修
を
開
催
し
、
総
合
防
災
訓
練
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
…
設
置
場

所
は
石
巻
専
修
大
学
を
利
用
。

・
N
G
O
、
N
P
O
と
の
連
携
…
石
巻
災
害
復
興

支
援
協
議
会
は
N
G
O
、N
P
O
団
体
を
担
当
。

●
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
件
数
は
、
11
万
6
3
2
4

件
。
支
援
件
数
は
、
国
内
は
都
道
府
県
す
べ
て
、

海
外
は
19
ヶ
国
（
平
成
24
年
6
月
現
在
）。
復
興

支
援
協
議
会
は
、
登
録
団
体
：
3
4
2
団
体
、
派

遣
人
員
：
16
万
6
2
3
8
名
（
平
成
24
年
3
月
末

現
在
）。

●
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
支
援

・
石
巻
市
か
ら
の
受
託
事
業
…
①
応
急
仮
設
住
宅

管
理
運
営
業
務
、
②
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
業
務

・
活
動
対
象
…
石
巻
市
内
の
13
エ
リ
ア
（
現
在
10

エ
リ
ア
）

・
職
種
…
①
災
害
復
興
対
策
課
職
員
（
2
名
）、

②
支
所
長
（
6
名
）、
③
復
興
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
14
名
）、
④
エ
リ
ア
主
任
（
12
名
）、

⑤
訪
問
支
援
員
（
1
2
0
名
）

●
今
後
の
取
り
組
み

①
自
治
会
の
組
織
づ
く
り
、
②
被
災
者
相
談
の

円
滑
化
に
向
け
た
行
政
等
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
③
事
故
防
止
の
た
め
に
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
世
帯
な
ど
を
中
心

と
し
た
見
回
り
支
援
、
④
復
興
住
宅
入
居
者
支
援

以
上
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、

両
講
演
者
に
異
な
っ
た
視
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
助
→
共
助
→
公
助
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応

力
を
高
め
、
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
点
に

つ
い
て
は
共
通
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
係
る
石
巻
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
る
も
の
〜

伊藤 勝弘（いとう かつひろ）
宮城県石巻市社会福祉協議会　災害復興支援対策課長

宮城県旧河南町社会福祉協議会に勤務し、平
成17年4月の市町合併後、石巻市社会福祉協
議会河南・桃生支所長を経て、本所企画総務
課長兼在宅福祉課長として勤務。平成24年4月
からは、東日本大震災後に協議会内に新設した
災害復興支援対策課長として勤務している。

講
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